第２４章　災害及び事故
水稲被害
　昭和59年における府下の水稲被害の概況は、被害面積6330ヘクタール、被害者2760トン、被害率6.7パーセントで、前年に比べ被害面積で4870ヘクタール（43.5パーセント）、被害量で4320トン（61.0パーセント）の大幅減少となった。
　特に、気象被害が皆無であったことや前年には被害量の68.6パーセントを占めた虫害被害量が3922 トン（80.7パーセント）減少したことが目立っている。
労働災害
　昭和59年の府下の労働災害による死傷者は､死者が163人、負傷者（休業４日以上）が２万4173人で、合計２万4336人であった。これは、前年より380人（1.6パーセント）減少したもので、この減少傾向は昭和54年以来続いている。
　産業別にみると、製造業が9852人で全体の40.5パーセントを占め、そのうち、金属精錬業・金属工業が4401人で最も多い。以下、建設業5667人（構成比23.3パーセント）、陸上貨物取扱業2287人（同9.4パーセント）となっている。
火災　
　昭和59年の府内の火災件数は5025件、損害額91億9708万円で、前年に比べ約6パーセントの減少となったが、そのうち、建物焼損面積は2772平方メートル（2.8パーセント）、死傷者は94人（13.5パーセント）増加している。月別では、３月が592件（構成比11.8パーセント）と最も多く、最も少ない７月の1.9倍となっている。
　地域別では、全体の32.9パーセントを占める大阪市が、前年に比べ245件（12.9パーセント）減の1651件となったほか、豊能地域の17.9パーセント減を筆頭に5地域で減少した一方、三島地域で45件（9.7パーセント）増加したのが目立つ。
　発火源別にみると、「たばこ、マッチ」が前年より245件減少したものの、なお、1831件に上り、全体の36.4パーセントを占めている。
交通事故
　昭和59年の全国の交通事故発生件数は、51万8642件（前年比1.5パーセント減、死者9262人（同2.7パーセント減）、負傷者64万4321人（同1.6パーセント減）であった。
　都道府県別では、大阪府の４万3517件（構成比8.4パーセント）が最も多く、次いで東京都３万2196件（同6.2パーセント）、福岡県２万9886件（同5.8パーセント）となっている。
　大阪府内でみると、発生件数４万3517件（前年比2.0パーセント減）、死者401人（同2.7パーセント減）、負傷者５万3570人（同1.4パーセント減）で、８年間続いた増加傾向に歯止めがかかった。
　事故発生の主原因者となった第一当事者では、車両関係が４万2881件（構成比98.5パーセント）と圧倒的多数を占めている。そのうち、普通乗用車１万9409件（同44.6パーセント）と普通貨物自動車6056件（同13.9パーセント）が多く、合わせて全体の約６割を占め、以下、軽貨物自動車4747件（同10.9パーセント）、原付二輪車（50シーシー以下）3940件（同9.1パーセント）と続いている。
　事故発生の形態を法令違反別にみると、車両関係４万2881件中、安全不確認8264件（構成比19.3パーセント）、前方不注意7877件（同18.4パーセント）、動静不注視3137件（同7.3パーセント）、指定場所一時不停止等2548件（同5.9パーセント）の順となり、安全運転の最も基本となる義務的行為に違反が集中している。
　一方、歩行者関係の事故は、第一当事者及び第二当事者合わせての発生件数が6572件で、死者121人、負傷者6764人となっており、横断中の事故が4604件と全体の70.1パーセントを占めている。また、通常歩行していて事故にあったものが1700件と、全体の25.9パーセントもあるのが目立っている。
